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第４章４節　雇用・５節　企業倫理（P.119～130）
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［１］次の文が正しければ○を，誤っていれば×をつけなさい。
（１）完全失業率とは，総人口に占める完全失業者の割合である。
（２）わが国ではこれまで年功序列の賃金制度が成立してきたが，成果主義賃金制度を採用する企業も増えている。
（３）企業にとっては，「利益を追求すること」が大きな目的であるので，社会的責任は負っていない。
（４）高度経済成長期のように，企業の経済的な利益ばかりが重視された時代には，企業不祥事は起きなかった。
（５）わが国では，従来は正規雇用が多かったが，最近では非正規雇用の割合が増えている。
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


［２］次の文の（　　）にあてはまる語句を答えなさい。
（１）従業員が労働力を提供するかわりに，企業が賃金を支払うことで，両者の間に（　　　）という取引が成り立つ。
（２）わが国の企業の多くは，一度採用した正社員を定年まで雇用する，（　　　）を行ってきた。
（３）企業の業務では，社内や取引先と，人と人とのつながりである（　　　）をきずく必要がある。
（４）企業と数か月や一年など期間を定めた雇用契約を結び，業務に従事する労働者のことを（　　　）という。
（５）従業員が安心して働き，よりよい生活を送ることができるように，企業は賃金のほか，さまざまな（　　　）制度で，従業員と家族の生活を支援している。
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


［３］次の文の問いに，正しいものを解答群から選び記号で答えなさい。
（１）賃金などの労働条件の維持・改善をめざして，労働者が組織する団体を何というか。
ア．協同組合　　　イ．信用組合　　　ウ．労働組合
（２）一週間の所定労働時間が短く，賃金は時間給制や日給制が多い労働者を何というか。
ア．アルバイト・パートタイム労働者　　　イ．正規社員　　　ウ．派遣社員
（３）企業も社会の一員として，良心をもって行動することが求められるが，この良心のことを何というか。
ア．経営理念　　　イ．企業倫理　　　ウ．起業家精神
（４）次のうち，コンプライアンスの意味として正しいものはどれか。
ア．企業活動の情報を外部に公開すること
イ．企業活動によって利益を受けたり，損害を受けたりする人々のこと
ウ．企業が法律などの規則を守ること
（５）コーポレートガバナンスの例としてふさわしくないものは次のどれか。
ア．一部の経営者や従業員の判断で企業活動を行う
イ．社外取締役制度を導入する
ウ．すべての利害関係者に対して，企業活動の情報公開をする
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


１５（問中）








